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研究成果の概要 

本研究では、疾患判定の原理解明、および多種多様な検査システムの開発を目指して、デジタ

ルツイン基盤を構築する。これによって、情報工学と医学のスパイラル連携を促進し、医療、人間

計測分野でのイノベーション創出を目指す。 

当該年度は、特に以下の顕著な研究成果が生まれた。 

バーチャルセンサを用いた 3Dデジタルヒューマンモーションのインタラクティブシミュレーション

の総論：本成果では、3Dデジタルヒューマンモーションから低次元センサデータを収集し、インタラ

クティブシミュレーションを通じて実世界のアプリケーションを作成するための仮想センサの設計を

紹介した。この設計により、実世界のデータ要件への依存度を低減し、関連する人間活動に関す

るアプリケーションに柔軟性を提供することが可能となった。 

機械学習を用いた 10秒間のグリップアンドリリーステストによる手根管症候群診断システム：10

秒間のグリップアンドリリーステストのビデオを解析することで、手根管症候群を診断する指の動き

に基づいた診断システムを開発した。機械学習を用いて手根管症候群の存在を推定し、感度

89%、特異度 83%を達成した。 

ミストを用いた一般行動計測：霧を使用して目に見えない空気の流れの変動を捉え、Time-of-

Flight（ToF）センサによって行動計測を実現した。本技術は様々な霧や煙の種類、および空気の

流れの速度に対する影響を調査し、加湿器を使用したプロトタイプを作成して動きを認識する性能

を評価した。 

モバイルデバイスを用いた日常行動による手根管症候群のスクリーニングの総論：日常的な行

動を通じて手の疾患を検出し、追加の行動を必要とせずにスクリーニングを行えるシステムを開発

した。モバイルデバイスを活用し、執筆やモバイルゲーム操作の 2種類の日常行動を使用してスク

リーニングの実現を議論した。 
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